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鶏 』受L置町3丁目1都晴 ◎ 東 奥 日 報 社 2015

初の中国便「爆買い」に期待  3
東奥賞受賞者の業績紹介   13

四 踊るサケつかみ捕り  18
フェンシングのまち今男1 24、 25

団回 曰伊調選手至
中高
牛電 ■

1

総合,社説□

総合□

日曜エコノミー日

国際固

読書固日

東奥歌壇・詩壇国

夢枕模の釣り紀行回

転換期を語る囮

りんごをかじれば日

立「
ilittIN::

社会回～固

フ)8111

スポーツロ～□

地域版回回

くらしほっとナビ
(当番医。天気
1  切符情報)□
テレビ。ラジオ四国

（日
本
気
象
協
会
東
北
支
局
発
表
）

〓
磨
４
２
日
は
西
か
ら
高
気
圧
に
お
お

わ
れ
る
が
、
上
空
の
寒
気
の
影
響
を
受

け
る
。
県
内
は
津
軽
と
下
北
を
中
心
に

雲
の
広
が
り
や
す
い
天
気
と
な
る
。

6019121518創 24暑 機満お瀾
青森□□□□口口 82齢ら4
弘前田□□□□□ 81む■4
輛‖原□□□□□□ 82齢 外略
黒石田□日口□□ 80齢 Ⅲ砕
深浦□□□□□□ 74齢 峰4
澤 颯 20 20 10  600050

むつ□□日□□□ 81齢 4毎
下 北 20 20 10  607040

八戸田園□□■田 91餘僻毎
十和田田□□□□日 8■餘ら毎
三沢田田ロロ田田 91“

`専製地田口□□□□ 81齢 砕 et
三戸圏日□□□田 9‐2齢 ネ毎
10    10    10         60  70 40

(地方名の横は降水確率%)
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一
・

年 (平成27年 )11月 22日 (1010月 11日 )

認
知
症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
抗
認
知
症
薬
を
規
定
の
有
効
量
を
下
回

っ
て
少
量
投
与
し
た

場
合
、
過
去
３
年
間
で
全
国
の
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（国
保
連
）
の
う
ち
本
県
な
ど

９
県
が
医
療
機
関
か
ら
の
診
療
報
酬
支
払
い
請
求
を
認
め
な
い
査
定
を
し
た
こ
と
が
、
共
同

通
信
の
調
査
で
２．
日
、
分
か

っ
た
。
２６
都
県
で
は
、
認
め
な
い
査
定
は
な
か

っ
た
と
し
、
本

県
な
ど
１２
県
が
少
量
投
与
を
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
な
ど
、
抗
認
知
症
薬
の
扱
い
に
地
域
差

が
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
関
連
記
事
２４
面
】

地
域
で
差

公
平
さ
課
題

興

奮

な

ど

の
副

作

用

を

避

け
、
個
々

の
患
者

に
適
し
た
認

知
症
医
療

の
充
実

に
、
公
平

で

明
確
な
審
査

が
課
題

と
な
る

。

厚
生

労
働
省

は

「
少
量
投
与
も

医
学

的

に
妥
当
だ

と
判
断

す
れ

ば
認
め

て
い
る
は
ず
。
審
査

の

差

異
は
解
消

し
よ
う
と
努
め
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。

抗
認
知
症
薬
は
飲
み
薬
の
ド

ネ
ペ
ジ
ル
な
ど
４
種
類
が
承
認

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
少
量

で
始
め
、
約
１

・
７
～
４
倍
の

有
効
量
ま
で
増
量
す
る
よ
う
添

付
文
書
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
者
医
療
に
携
わ
る
医
師
ら

で
つ
く
る

「抗
認
知
症
薬
の
適

量
処
方
を
実
現
す
る
会
」

（代

表

。
長
尾
和
宏
医
師
）
に
よ
る

と
、
増
量
で
興
奮
や
歩
行
障
害

な
ど
の
副
作
用
が
頻
発
し
て
い

る
が
、
患
者
の
状
態
に
合
わ
せ

て
少
量
処
方
を
す
る
と
、
審
査

で
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

る
。薬

剤
費
が
医
療
機
関
の
負
担

に
な
る
恐
れ
か
ら
医
師
が
少
量

輻 鉗聴定

電 二鰈■

ヽ 二躙

抗認知症薬の増量規定

アルツハイマー病の認知症状
の進行を抑制する飲み薬として
ドネペジル、ガランタミン、メ
マンチン、貼り薬としてリバス

チグミンが承認されている。い

ずれも、吐き気などを防ぐため
少量で始め、有効量まで増量す
るとの使用規定がある。例えば、
ドネペジルは 1日 1回 3ミリ′か
ら始め、 1～ 2週間後に 5ミリク
に増■。高度圏知症にはさらに
4週間以上経過して10ち′まで
増量するとされている。増量す

轟 警蟹 を鬱 感
投与を認めるよう主張する医師
らの団体がある。

許
可
し
て
い
る
。
漁
期
は
７
月
か
ら
翌
年

船
上
活
〆
真
グ
ラ
は
、
漁
獲
直
後
に
活

曖羅

贔

亦

罐

質

劇翼
眩

誕
熔́

:

投
与
を
控
え
、
認
知
症
医
療
の

大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
や

自
営
業
者
ら
を
対
象
に
す
る
各

都
道
府
県
の
国
保
連
の
審
査
担

当
者
に
、
過
去
３
年
間
に
請
求

を
認
め
な
い
査
定
を
し
た
例
が

あ

っ
た
か
を
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
本
県
、
千
葉
、
愛
知
、

兵
庫
な
ど
９
県
で

「あ
る
」
と

答
え
、
２６
都

県

で

「
な

い
」
と

回
答
し

た
。

本
県
は
過
去

１
年

で
１
０
０

例
あ
る
と
回
答

。

「
必
要
性
が

示
さ
れ
な
け
れ
ば
査
定

」
と

コ

メ

ン
ト

し
た
。

認
め
な
か

っ
た
理
由

は
只
添

付
文
書

の
）
用
法

用
量

に
従

う
」

（岐
阜

、
静

岡
）
、

「
有
効

用

量
で
は
な

い
」

（島
根

）
な

ど

だ

っ
た
。　
一
方

、

「
医
学
的
判

断

で
少

量
投
与
も
あ
り
得
る

」

（
二
重

）
、

「
患
者

に
よ
り
認

め

ら
れ
る

べ
き
だ
」

（広
島

、

徳
島

）
と
す
る
地
域
も
あ
り

、

見
解
が

分
か
れ
た
。

主

に
被
雇

用
者
が
対
象

の
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
は

今
年

７
月

の
診
療

分
で
、
北
海

道
、
栃
木
、
埼
玉

、
熊
本

で
各

１
件

、
神

奈
川

で
７
件

の
査
定

が
あ

っ
た
と
回
答
し
た
。

ぐ
り

「法
の
支
配
」
が
重
要
と

の
認
識
で

一
致
し
て
い
る
。

昼
食
を
交
え
た
約
１
時
間
の

会
談
で
、
安
倍
首
相
は
南
シ
ナ

海
問
題
に
関
し

「大
規
模
な
埋

め
立
て
や
拠
点
構
築
な
ど
、
現

状
を
変
更
し
緊
張
を
高
め
る

一

方
的
な
行
動
は
国
際
社
会
共
通

の
懸
念
事
項
だ
」
と
指
摘
し
た
。

モ
デ
ィ
氏
は

「国
際
法
を
守
る

こ
と
は
重
要
だ
。
海
洋
の
ル
ー

ル
順
守
は
両
国
共
通
の
テ
ー
マ

だ
」
と
述
べ
た
。

安
倍
首
相
は
東
シ
ナ
海
に
お

け
る
中
国

の
動
向
に
も
触
れ

「海
軍
艦
艇
を

（沖
縄
県

。
尖

閣
諸
島
周
辺
の
）
領
海
に
接
近

さ
せ
る
動
き
を
見
せ
た
。
エ
ス

カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
懸
念
す
る
」

と
伝
え
た
。

安
全
保
障
協
力
に
つ
い
て
は

「
一
段
上

の
レ
ベ
ル

に
引
き

上

一盤̈
鸞〕脅｝一騨調
一相藁偏̈
嚇魂″̈″部

南
シ
ナ
海
「国
際
的
懸
念
」

日
印
首
脳
、防
衛
協
力
を
強
化

【
ク

ア
ラ
ル

ン
プ

ー
ル
共

同

】

安

倍

晋

三
首

相

は

２．

日

午

後

（
日
本
時
間
同

）
、
イ

ン
ド

の

モ
デ

ィ
首
相

と

マ
レ
ー

シ
ア
の

ク

ア

ラ

ル

ン
プ

ー

ル

で

会

談

し
、
中
国
が
人

工
島

造
成
を
進

め
る
南

シ
ナ
海
問
題

に

つ
い
て

国
際
社
会
共

通

の
懸
念

だ

と

の

認
識

で

一
致
し
た
。
連
携
対
処

を
訴
え
た
安
倍
首
相

に
対

し
、

モ
デ

ィ
氏
は

「
懸
念

は

正
し

い
」

と
応

じ
た
。
米
国
を
合

め

た
３

カ
国

の
防
衛
協
力
を
強
化

す
る

方
針

も
申
し
合

わ

せ
た

。

【
関
連

記
事

２

面
】

日
イ

ン
ド
首
脳

の
会
談

は
昨

年
１１
月
以

来

、
約

■
年

ぶ
り

。

る安
フレ

「イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
」
の
安

一
ま

っ
た
前
国
会
談
か
ら
、
南
シ

一
を
訪
間
す
る
意
向
を
正
式
に
表

定
に
向
け
た
連
携
確
認
に
と
ど

一
ナ
海
問
題
へ
の
懸
念
に
ま
で
踏

一
明
し
た
。

ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
。
必
要
最
・

限
の
モ
ノ
で
暮

りヽ
す
最
小
曝

義
者
の
こ
と
を
い
う
。
今
年
＾

「新
語

。
流
行
語
大
賞
」
に

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
５０
語
の
中
一

あ

っ
た
。
同
じ
く
候
補
の

「一

買

い
」
と
は
対
極

に
あ
る
価
値
観

と
い
ヽ

そ
う
だ
が

、
若

い
世
代

を
中
心

に
共
感
・

呼
ん

で

い
る
と

い
う

▼
ミ

ニ
マ
リ

ス
ト
一

々
木
典

士
さ
ん

の
著
書

「
ぼ
く
た
ち

に
、

も
う

モ

ノ
は
必
要
な

い
。
」
は
、
食
器

ヽ

服
な

ど
最
小
限

の
吟

味
さ
れ
た

モ

ノ
だ
一

を
携

え

た
修
行
僧

の
よ
う
な
ラ
イ

フ
ス
・．

イ
ル
を
紹
介
し

て

い
る
。

モ

ノ
を
手

に
・

れ

た
り

、
維
持
管
理

す
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
ヽ

ら
解
放
さ
れ
る

と
、
よ
り
自
由

で

面

星

の
高

い
暮

ら
し
が
得

ら
れ
、
行
動
力

や
一

中
力

も
磨
か
れ
る

と
指

目

す
る

▼
理
屈
一

分
か
る
。
だ
が
、

こ
こ
ま

で
潔
く
な
れ
一

か
と

い
う
と
自

信
な
し
。
そ
も
そ
も
人

一

所
有

に
こ
だ
わ

ら
な

い
ミ

ニ
マ
リ

ス
■
¨

タ
イ
プ
も

い
れ
ば

、

「
い

つ
か
使

え
る

「
愛
着

が
あ
る

」
と

い
う

思
い
や

「
万

の
時

の
備

え
」
を
大
事

に
考
え
る

タ
イ
＾

も

い
る

▼

こ
れ

が

一
つ
屋
根

の
下
で
暮

・

す
家
族

間

で
考
え
方

が
異
な
る

と
や

っ
ヽ

い
だ
。
時

々
小
競
り
合

い
が
勃
発

す
る
＾

昔

の
雑
誌

、
旅
先

の
思

い
出

、
子
ど
も

一

小
さ

い

こ
ろ

に
使

っ
た
品
々
、

い

つ
か
」

ら
れ
る
と

思

っ
て

い
る
服

の
数

々

…
▼
一

に
夫

婦

の
間

で
考
え
方

の
違

い
に
折
り

＾

い
を

つ
け

ら
れ

る

か
ど
う
か

は
、
円
満
¨

保

つ
紳
調

で
は
な

い
か

と
す

ら
思
う

の
一

が
。
き

ょ
ぅ
２２
日
は

「
い
い
夫

婦

の
日

よ
く
話

し
合

っ
て
心
地
よ

い
暮

ら
し
を

＾

庭
の
支
援
で
は
貸
付
制
度
を
創

設
し
、
児
童
扶
養
手
当
の
増
額

も
検
討
。
１７
年
度
木
ま
で
に
保

普1 2覧
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問題だ。医師の裁量を認め、厚生

労働省が「適宜減量できる」とい
う統一見解を出せばよい。

師
が
指
摘
。微
妙
な
さ
じ
加
減

を
必
要
と
す
る
脳
神
経

に
作

用

用

量

よ

り

低

い

場

合

は

認

め

る
」

（山

口
）
と
す
る
地
域
も

あ

っ
た
。

関
東

の
国
保

連

の
審
査
担
当

者
は

「
基
本
的

に
は
査
定

し
な

い
が
、
１
人

の
審
査
委
員
だ
け

査
定
し

て
い
る

」
と
困
惑
げ

に

話
す
。

「
査
定
さ
れ
た

と
い
う

情
報
は
あ

っ
と
い
う
間

に
広

が

り

、
保
険
者

か
ら
査
定
要
請

が

激
増

す
る
」
と
、
関

西

の
審
査

委
員
は
指
摘

す
れ

旧
厚
生
省
は
１
９
８
０
年
に

「
（昭
和
）
５５
年
通
知
」
を
出

し
て
適
応
外
使
用
に
道
を
開
い

た
が
、
抗
認
知
症
薬
の
少
量
投

与
に
つ
い
て
は
統

一
見
解
を
示

し
て
い
な
い
。
あ
る
審
査
委
員

は
「厚
労
省
が
十
分
調
査
し
て
、

資
い
決
定
を
す
れ
ば
解
決
す
る

こ
と
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

合
５
～
１５

ロ
キ

で
２０
日
午
前

、
国

一
明

ら
か

に
し
た

。

タ
ー
ル
状
の
黒
い
塗
料
が
使
わ

れ
る
な
ど
北
朝
鮮
の
漁
船
の
特

徴
が
見
ら
れ
た
。

「朝
鮮
人
民

軍
」
と
の
表
記
も
あ

っ
た
が
、

軍
用
船
で
は
な
く
漁
船
と
み
て

い
る
。

漁
を
し
て
い
た
男
性
か
ら
２０

日
午
前
７
時
す
ぎ

「転
覆
し
た

船
が
漂
流
し
て
い
る
」
と
通
報

が
あ
り
、
２
隻
を
発
見
。
う
ち

１
隻
か
ら
４
人
の
遺
体
が
見
つ

か
り
、
も
う
１
隻
か
ら
は
遺
体

は
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
。
同
日

午
前
１０
時
２０
分
ご
ろ
に
も
転
覆

し
た
木
造
船
を
発
見
。
２．
日
に

陸
場
げ
し
て
調
べ
る
と
、
６
人

の
遺
体
が
見
つ
か

っ
た
。
　

　

一

◆
奈
良
で

一
時
釈
放
中
の
容
疑

者
が
逃
走
　
奈
良
地
検
は
２．
日
、

葬
儀

へ
の
参
列
を
理
由
に
覚
せ
い

剤
取
締
法
違
反

（使
用
）
容
疑
で

の
勾
留
を

一
時
停
止
し
釈
放
中
だ

っ
た
無
職
飯
田
秀
締
《
腕
肇
只
５０
）

―‐
奈
良
県
桜
井
市
金
屋

＝
が
桜
井

市
内
を
移
動
中
の
車
内
か
ら
逃
走

し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。
奈
良
県

警
は
飯
田
容
疑
者

の
顔
写
真
を
公

開
し
、
行
方
を
捜
し

て
い
る
。

地
検
や
県
警
に
よ
る
と
、
飯
田

兄
の
葬
儀
に
参
列
し
た
後
、
勾
留

の
２‐
日
午
前
１１
時
ご
ろ
、
信
号
待

商品券で子育て支援
県は12月 19日 から、国の地方創生
交付金を活用 し、子育て支援プ レミ
アム商品券を販売する。 1万円で 1
万 3千円分の商品券 (千円券 13枚 )
を購入でき、今月24日から申し込み
を受け付ける。県によると、全県的
に子育て支援を目的とした商品券を
販売するのは全国初。
購入できる世帯は、①本年度子ど
もが生まれた世帯や違娠中あ女性が 1意し、事業費は1価 loF円。
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度
優
勝

、
世

界
選
手
権
も
７
度

出
場

す
る
な

ど
活
躍

。
引
退
後

は
９３

（
平
成

５
）
～
２
０
０
４

（
同
１６
）
ま

で
日
本
代
表

監
督

を
務
め

、
選
手
時
代

に
か
な
わ

な
か

っ
た

五
輸
出
場

を
３
度

果

た
し
た

。

澤
田
さ
ん

は
高
校
時
代
を
振

り
返
り

「
先
生

、
先
憂
方
か

ら

徹
底

し

て
基

本

の
大
切
さ
を
た

た
き
込
ま
れ

た
。
あ

の
指
導

が

ぁ

っ
て

こ
そ
、
日
本

の
ト

ッ
プ

で
頑
張
る

こ
と
が

で
き
た
」

と

話
し
た
。

そ
ん
な
か

つ
て

の
名
門

は
少

子
化

の
影
響
も
あ

っ
て
部

員
不

足

に
悩

ま
さ
れ

て
お
り

、
現
在

は

団

体

戦

も

組

め

な

い

状

況

だ
。
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
積
極

的

に
児

童

生
徒
を
指
導
し

、
底
辺

の
拡

大

に
力
を
注

ぐ
。
（松
田
啓
志
）

nリ フォーAェ事もしぶギ
当社施工以外の物件も承リヨ


